


















































































































T1 T2 T3 T4 T5 T6 T7 T8 T9 T10 T11 T12 合計
たら 3 2 0 1 3 1 0 13 0 0 0 11 34
と 1 0 5 1 2 0 0  1 0 0 0  9 19
そしたら／そうしたら 0 0 0 0 0 0 0  1 0 0 0  2  3
すると／そうすると 0 0 0 0 0 0 0  0 0 0 0  7  7
合　　計 4 2 5 2 5 1 0 15 0 0 0 29 63
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表 3　日本語母語話者による事実条件文の使用状況
T1 T2 T3 T4 T5 T6 T7 T8 T9 T10 T11 T12 合計
たら 0 1 0 0 2 0 0 15 0 0 0  0 18
と 0 0 2 0 1 1 0  0 0 0 0 14 18
そしたら 0 0 0 0 0 0 0  1 0 0 0  0  1
すると 0 0 0 0 0 0 0  0 0 0 0 16 16
















T1 T2 T3 T4 T5 T6 T8 T12 合計
連　　続 0 0 0 0 1 0  7  6 14
きっかけ 0 0 3 2 4 0  3 16 28
発　　現 0 0 0 0 0 0  0  1  1
発　　見 4 2 2 0 0 1  5  6 20
合　　計 4 2 5 2 5 1 15 29 63
表 5　日本語母語話者による事実条件文各用法の使用状況
T2 T3 T5 T6 T8 T12 合計
連　　続 0 0 0 1  7  5 13
きっかけ 0 2 1 0  0 15 18
発　　現 0 0 1 0  3  8 12
発　　見 1 0 1 0  6  2 10


































中国語母語話者 3 1  6



























中国語母語話者 2 0 1












































































































































































































（52）（再掲）“織女” と “牛郎” 最初に会ったときにも一目惚れになって、お
互いに好きになりました。（C036_L）
（53）（再掲）牛郎と織女とであった瞬間、すぐに愛し合った。（C050_L）














母語話者の「きっかけ」用法の習得については 4 - 4 で述べることにする。
4 - 4 　中国語母語話者による事実条件文の各用法の習得及び形式使用の特徴
　 4 - 1 から 4 - 3 では特定文脈における中国語母語話者の事実条件文の使用状
況を考察した。第 3章「母語別の使用状況の概観」では、前田（2009）に基づ
いて得られた事実条件文の用例を 4つの用法に分類している。この 4 - 4 では、
各用法の習得状況を考察する。また、日本語母語話者と比較し、中国語母語話
者による形式の使用に見られた特徴について論じる。
4 - 4 - 1 　「連続」用法の習得
　中国語母語話者の「連続」用法の用例を観察しているうちに誤用例が見られ
た。特に「たら」形式の誤用が起こりやすい。










































原因について 4 - 3 の分析で既に述べているが、翻訳の仕方が多様で、語彙で
表現できるため、中国語母語話者が母語の影響を受け、無意志的に回避してし
まって使えなくなるかもしれない。
4 - 4 - 4 　「発見」用法の習得
　タスクごとに見た結果、中国語母語話者は「発見」用法はほぼ習得ができて











るかに多い。 2倍近くの差がある。（表 2と表 3を参照）特にT12では「と」
を使うべきところを「たら」を使っている。
特徴③図表を説明する場合に事実条件文が使われる。
　T3はグラフの内容を説明する文章を書いてもらうというテーマである。日
本語母語話者は一般条件文を使っているのに対し、中国語母語話者は事実条件
文を使っている。
（59）このグラフを見ると2004年に10万台売れていたデジタルカメラが、 2
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年間にかけて徐々に減り、2006年には 6万台にまで落ちていることが
わかる。（J002　T3）
（60）グラフ全体を見ると、2004年からA社のデジタルカメラの販売台数が
だんだん減少し、2004のピーク100千台から2006の60千台に下がったと
わかった。（C033_H　T3）
特徴④物語を書く場合に形式が間違っている。
　T12は七夕伝説の物語を書く作文である。日本語母語話者は「と」または「す
ると」を使って場景を表す。中国語母語話者は「たら」「と」両方使っていて、
また「たら」一方しか使っていない学習者がいることに気づいた。ID：C042、
C048の学習者はT12では「たら」「と」両方を使っている。ID：C022、C046、
C058の学習者は「たら」「そしたら」形式しか使っていない。
特徴⑤「そうすると」「そうしたら」が使われる。
　T8とT12では日本語母語話者も中国語母語話者も接続詞を使って事実条件
を表現している。日本語母語話者は「すると」と「そしたら」を使っているが、
中国語母語話者は「そうすると」「そうしたら」も使っている。
おわりに
　本研究は話し言葉コーパス調査に引き続き、書き言葉コーパスを利用して上
級の中国語母語話者による事実条件文の使用状況について考察を行った。まず、
事実条件文を収集して中国語母語話者と日本語母語話者の使用状況を対比し
た。日本語母語話者は事実条件文を使用しているが中国語母語話者は使用して
いない文脈に対して考察を行った。考察した結果、中国語母語話者は事実条件
文の用法がほぼ理解できているが、日本語母語話者のように使っているわけで
はない。教科書や参考書の説明によってカバーされていない事実条件文の習得
ができていない。また、日本語母語話者が事実条件文を使用する際に形式の使
用上に傾きがある。一方、中国語母語話者は作文の体裁によって形式の判断に
間違いがある。そして、母語の干渉により中国語母語話者は事実条件文を回避
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して使わない傾向が見られる。特定文脈を考察した上で事実条件文の各用法の
使用状況も考察した。その結果、「連続」用法は特に「たら」形式の使用に誤
用が起こりやすい。日中条件文の違いによって「きっかけ」用法の習得が難し
くなる。また、中国語母語話者は母語の影響を受け、「発現」用法のかわりに
語彙的な表現を使っている。「発見」用法については学習者はほぼ習得できて
いるが、日本人のように文体によって形式を使用することができないことが考
察された。さらに、中国語母語話者による事実条件文の形式使用の特徴をまと
めた。中国語母語話者に「たら」形式「たら」系接続詞だけ使っている学習者
がいる。「たら」形式が多用される傾向がある。図表を説明する場合に日本語
母語話者は一般条件文を使っているが、中国語母語話者は事実条件文を使って
いる。物語を描写する場合に学習者は「たら」形式で表現している。形式の間
違いが見られる。また、日本語母語話者の使っていない形式「そうすると」「そ
うしたら」が中国語母語話者が使っていることは特徴の 1つとして取り上げて
いる。
　考察結果をまとめて見ると、上級の中国語母語話者は事実条件文の用法がほ
ぼ理解できているが、日本語母語話者のように使うことまではできない。用法・
形式の多いことや母語の干渉により習得が難しくなる。また、教材の内容が不
十分であることは習得が難しい要因の一つであるとも考えられる。本調査を通
して、学習者の習得を上達させ、より日本人に近い発話ができるためにどのよ
うに指導すればいいか指導者が特に工夫する必要があると思っている。
注
1 ．前田（2009）では、通常「条件を表す接続助詞」として扱われることの多
い「ば」「なら」「と」「たら」について見ていくことにすると述べている。
2．庵他（2001）では、条件の中には後件が実現したことを表すものがある。
これを事実的条件という。事実的条件で使えるのは「と」「たら」である。
前件の動作の結果後件が起こった場合「たら」は使えるが「と」は使いに
くい。この場合「たところ」という言い方も使えるという。
3．林他（2002）によると、偶然確定条件は、前件の事態になったとき、たま
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たま後件の事態が起こったり、そのような事態を目にすることをいう。「と」
のほかに、「たら」や「たところ」の形が用いられ、書き言葉などでは「ば」
も使われる。
4．グループ・ジャマシイ（1998）では「たところ」（順接）用法の説明が以
下のように示されている。動作を表す動詞のタ形に付いて、後に続くこと
がらの成立や発見のきっかけを表す。前後にくる事柄には直接的な因果関
係はなく「…したら、たまたま/偶然そうであった」という関係である。
後に続くことがらは前の動作をきっかけに話し手が発見した事態で、すで
に成立している事実の表現が用いられる。
5．日本語記述文法研究会（2008）では助詞のつかない「ところ」には 2つの
用法があると述べている。そのうちの 1つ用法は、従属節が動詞の過去形
で、主節が従属節の動作による結果や発見を表す場合である。この用法は
「たら」などを用いた事実条件文に近い。「ところ」は書き言葉的であると
いう。
6．前田（2009）による因果関係が見られない場合を以下のように整理してい
る。①時間の経過を表すことばがその後すぐに続く場合である。②後件に
出現を表す事態が来る場合は、発見（後件が存在を表す）に近づいていく。
③前件が動作の完了後の状態を意味する場合には、後に見る発現（前件が
状態）に近づいていく。
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